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RHMIを介した運転支援・振り返り支援による運転行動改善
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これまでの取り組みと成果

• 支援手法開発グループ

• 人間・加齢特性グループと連携し，応用研究として様々な支援手法の研究開発を実施

※名古屋大学COI Phase2までのイメージ
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RHMIを介した運転支援・振り返り支援による運転行動改善

目標：高齢ドライバの事故率低減

自動車メーカー：クルマ側の先進安全技術の開発

大学（本テーマ）：ヒト（高齢者）側への働き掛け

• 研究推進の特色：基礎研究ｘ応用研究

• 支援手法開発Gは人間加齢特性Gと当初より共同して研究を実施

• Dhaliaデータを分析に活用し，得られた知見を支援手法開発に生かすことができる

高齢ドライバ事故率低減へのアプローチ“発見”

効果UP

運転に対する自己認識が

運転行動を変容させ加齢の影響を軽減

自身の運転に対する認識が適切だと
認知機能の低下の影響が軽減



5

RHMIを介した運転支援・振り返り支援による運転行動改善

免許返納
完全自動運転 新しい選択肢：自助による運転寿命延伸

自己認識をアップデートして運転行動改善を促す

今の自分へ

運転支援

日々の生活で
自主的な改善

振り返り支援
（注意喚起，行動修正示唆） （運転評価，フィードバック）

Q.誰からのアドバイスなら聞ける？

A.正直な機械からならいいかも

同乗者が一人以上で事故率低下，高齢者で顕著

同乗者効果

擬人化コミュニケーションロボットを介した支援スタイル

○RHMI（Robotic Human-Machine Interface）の提案

➢ 受容性が高く，愛着・信頼感の醸成
➢ 同乗者効果を発揮，しかし余計な事は言わない理想的な同乗者
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RHMIを介した運転支援・振り返り支援による運転行動改善

運転行動改善を促すドライバエージェントの開発
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RHMIを介した運転支援・振り返り支援による運転行動改善

運転行動改善を促すドライバエージェントの開発

高齢者に優しい
エージェント形態検証

音声vs映像vsロボット

行政ヒアリング

安全性検証 改善効果の検証

継続使用の影響検証

ロボット形態は
分かり易く煩わしくない

注視点・支援反応分析

誘目せず運転を阻害しない

年齢層問わず直ぐに理解

1週間に1回を3週間体験

支援による運転行動が改善

高齢者は運転中と後に支援必要

愛知県・県警察本部・中部運輸局

ロボット搭載車両による
公道走行に問題はない

1か月間の日常生活使用

運転行動の改善，自己認識
の変化を確認，新奇性低下
の影響なし

全国での実証実験へ

応用に向けたエビデンス・課題を地道に検証
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○様々な効果検証実験

RHMIを介した運転支援・振り返り支援による運転行動改善

週1回のエージェント体験で運転行動が改善するか検証・DSによる運転行動改善効果の検証

➢ 高齢者・非高齢者ともに安全な運転へ変化
➢ 運転支援のみ，振り返り支援のみ，では効果が低い：特に高齢者の改善には両支援の併用が必須

実車で公道走行中に運転支援を実施し，安全性・効果を検証・実車公道走行による運転支援検証

➢ エージェントの存在・支援に誘目効果はなく，運転阻害になりにくいことを確認
➢ 年齢を問わず，エージェントからの支援を直ぐに理解・反応することができる

高齢者

非高齢者

全て

スピードメータ
を確認

発話で返答 スピードメータを
確認 or 発話で返答

エージェント
を確認

速
度
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意
喚
起
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の
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バ
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応
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率
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ジ
ェ
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設
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エ
リ
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視
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○全国実証実験

• 全国のロボホンユーザを対象とした3か月間の日常継続使用実験

31都道府県の20~60代の50名選定，ロボホン所有（アーリーアダプター想定）

約５万kmの走行映像/データ収集，自己
認識の変化や運転行動改善効果を検証

名大・シャープ・ポットスチルによる
共同プレスリリース

全国での走行記録

多数の期待の声と要望コメントを頂きました

名大COI・トヨタとの研究活動とドライバ
エージェント研究概要および実証実験につ
いてNature誌に掲載（2022年3月17日予定）

RHMIを介した運転支援・振り返り支援による運転行動改善
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社会実装に向けた取り組み

○サービス化・製品化に向けた活動

• 自動車メーカー，車載機器メーカー，損害保険会社等と共同研究を実施中

• COI終了後も研究成果を社会へ応用展開するために

• 株式会社ポットスチル設立（2020年8月）

• COI成果をアプリ開発・共同研究/開発などに展開

✓ 名古屋市 “注目のスタートアップ”（スタートアップ・エコ
システム・グローバル拠点都市内閣府SV 2021）

✓ Accelerate Aichi Growth Program by 500 Startup 採択

(2021)

✓ フランス政府系投資銀行Bpifrance交流セミナー「Aichi 

Prefecture and Bpifrance connect: focus Industry 4.0」登壇

運転行動評価/
高齢者特性利用

既販車向け運転
支援サービス

RHMI開発

①高齢ドライバ向け運転振り返り車載アプリの開発

②次世代テレマティクス自動車保険への展開

⑤運転支援エージェント後付けオプションの検討

⑥RHMI製品に向けた効果検証

③運転支援＆運転評価ドライバエージェントアプリ

④高齢者向け移動支援サービス

○ベンチャー活動
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これからの展開

• 高齢ドライバの事故低減に向けて

• 引き続き，COI成果の製品・サービス化に向けた活動を継続

• 未来社会創造機構を，高齢者研究・応用の活動の中心として

• モビリティからより広い範囲へ活動の場を広げて

生活全般へ
人と知的人工物間のHuman-Interaction技術
研究成果の展開

学際的連携
これまで行ってきた独自の学学連携を推進
東海圏を中心に研究者ネットワークを構築


